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１．研究計画の概要 

 日本における近年の出生数減少に伴う将
来にわたる持続的な労働力低下への懸念か
ら、女性の就労に対する社会的要請はますま
す大きくなると思われる。現在、女性の就労
状況は、未婚者の就業率は高いが結婚、妊娠
とともに減少し、中高年になって増加するＭ
字カーブとなり改善されていない。今、ワー
ク・ライフ・バランスを考えた、健康で働き
続けることが可能な就労形態や環境を整え
ることが重要である。女性就労者における労
働環境としての就労状況、職場ストレス、ま
た、家庭での生活習慣を含めて、疲労を知る
１つの要因としての睡眠の質と生殖障害に
ついて、女性のライフステージにおける夜間、
不規則勤務、交代性勤務等による精神面にお
けるストレス状況と包括的睡眠レベルが障
害されることによる生理不順や月経障害等
の生殖機能への影響について調査を行う。 

  

（１）生活習慣、保健医療習慣、リプロダク
ティブ・ヘルス、子育て期における睡眠の質
の悪化について、自覚的職業疲労評価、包括
的睡眠評価と身体的機能評価との関連につ
いて評価を行う。睡眠はホルモンの影響をう
けやすいため、男性よりも女性において排卵
周期により影響の出やすい時期と受けない
時期とに分かれることも考えられる。就労前
後における唾液、尿サンプリングによって内
分泌系への影響を明らかにする。妊娠にとも
なう睡眠パターンの変化などは容易に出現
しやすいことから、勤務形態の差による睡眠
障害と内分泌系への変化との関連性が生殖

障害をもたらす可能性について調査研究を
行うことは女性の勤務状況を考えるうえで
重要であると思われる。 

 

（２）人においては条件設定の難しい夜間
活動などを評価するために、動物実験におい
て睡眠障害の影響における雌雄の性差を確
認する。現在では、勤務形態は男性と同様に
考えられることが多いことから、動物実験に
よって、睡眠～覚醒ごとのプロラクチン、LH、
エストロゲン、コルチゾールの分泌が睡眠障
害によってどのように性差変化を行うか明
らかにする。夜間勤務による活性酸素の増減、
長時間労働にともなう細胞ゲルアッセイに
よるＤＮＡ障害への有無を実験によって測
定する。早い時期に睡眠パターンの馴化、
規則化をはかり回復の指標として活性酸素
量の変化を使用することができるかを明ら
かにする。 

 

２．研究の進捗状況 

（１）人の社会生活の中で見られる夜間勤
務などの影響をみるために ラットを使用
した実験による雌雄の性差、人のライフステ
ージを考慮して、加齢に伴う影響について検
討を行った。細胞障害とＤＮＡ障害を引き起
こす細胞への負荷の有無について、活性酸素
種、過酸化水素種、細胞ゲルアッセイなどの
測定により動物実験を行った。睡眠パターン
の規則化をはかり、睡眠休息期に強制的運動
を行うことによって、睡眠を障害し、休息期
と活動期の後に、採血を行い活性酸素の発生
量、過酸化水素の反応影響による変化を測定
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し雌雄差、加齢による変化を観察した。12

カ月以上のラットは活動、休息期にかかわら
ず活性酸素の発生量は比較的少ないが若冷
期に比べて回復に時間がかかった。また、若
令期には雄のほうが活性酸素発生量に個体
差が大きく、雌に比べて発生量が多く不安定
であった。細胞損傷を確認するための細胞ゲ
ルアッセイではわずかに睡眠障害ラットの
ほうが障害された細胞の数が多い傾向にあ
った。 

 （２）女性就労者に対する就労状況、職場
ストレス、生活習慣、睡眠の質、生殖障害へ
の影響については働く女性の子育てを含め
た生活習慣等の状況については長時間勤務
する女性は育児に余裕がなく、日常の家庭生
活、勤務においても疲労がたまっていること
が明らかになった。ライフ・ステージの中で
も早期の状況については明確になってきた。
終業時の自覚的職業疲労評価、包括的睡眠評
価と身体機能評価との関連については予備
調査を行い、詳細な解析が必要であることが
わかった。生物学的性差の観点から生活習慣、
保健医療習慣、リプロダクティブ・ヘルスを
評価できる質問票の作成を行った。 

 

３．現在までの達成度 

 ②おおむね順調に進展している 

 夜間勤務、長時間勤務等の健康影響評価の
指標推定のための動物実験においては活動
期、休息期の性差について検討を行い、活性
酸素の増減について、観察を行った。睡眠障
害による細胞損傷、ＤＮＡ損傷については、
数的に充分ではなかったが細胞ゲルアッセ
イで傾向としてＤＮＡ損傷にいたることが
結果として得られた。就労女性の生活調査に
関しては、施設の関係から夜勤勤務の女性が
比較的若い女性が多いことからライフステ
ージの結婚前、子育て期の状況について調査
票から推定することができた。巣規則勤務等
による睡眠障害と生殖機能に関する女性の
生理活性との関連についてはまだ予備調査
の段階にある。 

 

４．今後の研究の推進方策 
（１）調査票の回収が不十分なものについて
はこれから再度の調査票配布を行い、各尺度
についての相互の関連性に関する解析検討
を行い、これからの女性就労者の労働環境改
善に向けて応用可能かどうかの解析を行う
予定である。また、今回は比較的子育て世代
での回収が多かったことから、中年以上の更
年期前後の女性就労者に関する調査も引き
続き行う。 
（２）生活状況、勤務形態と生理活性の調査
が協力施設が少ないこと、試薬の変更、測定
機器のソフト変更などのため不十分であっ
たものを協力施設を開発して人数を増加し

て解析していく必要があると思われるので、
試薬の検討、測定機器のソフトの見直しを行
う予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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